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広報みしまを
スマホへお届け

バスについて考える～未来の自分のために～2



▲平成 27 年三島警察
署交通事故統計より
（平成 27 年 12 月 31
日現在）
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今回の表紙
　９月 14 日㈬に老
人福祉センターで行
われた敬老大会（錦
田地区）の様子です。
　すてきな笑顔が、
元気の秘訣！？健や

かで幸せに過ごしていきた
いですね。

―
分
岐
点
―

未
来
の
自
分
の
た
め
に

方都市に住む私たちにとって、自動車は
生命線です。市の人口 111,60１ 人に対し、
車両保有台数は ６４,４７３ 台という数字から

も、車の必要性が分かります。
　そんな自動車を、運転できなくなる日が来るかもし
れません。今、何不自由なく運転していても、年を重
ね、運動能力・判断能力の低下などから運転に危険を
感じ、免許を返納する選択に迫られる人もいます。現
在、元気な皆さん、これから年を重ねた 10 年後の移
動手段について考えたことがありますか。

地 【人口・車両保有台数】

項目 計
三島市人口 111,60１ 人

高齢者数 29,903 人

世帯数 48,180 世帯

乗用車 39,514 台

軽自動車 24,959 台

2 広報みしま● ２０１６．10．１



いつまで自信をもって安全運転ができるでしょうか。

自動車のない生活を考えたことはありますか。

車を手放す選択をしたときに、直面する問題は、
日常生活に必要な移動の代替手段です。 

　市内に住む多くの人にとって、日々の生活を徒歩や
自転車のみで過ごすことは困難です。しかしながら、
移動手段がないからといって、自宅に引きこもりがち
になると、不便なだけでなくそれが心身へ影響を及ぼ
します。自分の好きなときに出かけて、好きな場所に
移動し、外の世界とつながることは、充実した社会生
活を営むうえで、必要不可欠です。元気で過ごしてい
る今から、将来の自分のことを考えてみましょう。

車を運転することに、不安な点がないか、改
善点がないか見つめ直すことは、将来を考

える第一歩です。それは、高齢者に限らず、す
べ て の 自 動 車 運 転 手 が 考 え る べ き こ と で す。 
問合せ　地域安全課（☎ 983 － 2７０１）

一斉にすすむ高齢化

　昭和 40 年代から、次々と
造成された市内の新興住宅地。
郊外で、一斉に都市基盤や住
宅整備がされ、多くの若年夫
婦・子育て世帯が入居しまし
た。
　現在では、年を重ねた居住
者の高齢化や子ども世代の独
立などによる地域の人口減少
が大きな課題となっています。

地区 完成年 高齢化率
富士ビレッジ 昭和 43 年 33.2％

光ケ丘
（１～３丁目、

（光ケ丘））
昭和 4７ 年 43％

芙蓉台
（１～３丁目） 昭和 4９ 年 43％

▲平成 28 年８月 31 日現在

　今回の特集では、車の運転を見直すきっかけ
として、高齢運転者による事故の現状、そして
代替手段となるバスの現状について紹介します。 

特集●未来の自分のために
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自
分
と
向
き
合
う
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勇
気
あ
る
選
択
を

高齢運転者の事故増加

　超高齢社会の進行に伴い、高齢
運転者による事故が増加し、社会
問題となっています。
　市内の免許保有者人口 75,216
人の内、16,708 人が 65 歳以上の
高齢者であり、全体の２割以上を
占めています。
　また、昨年発生した三島警察
署管内の交通事故 964 件のうち、
206 件が高齢運転者によるもので
した。高齢運転者の事故件数は平
成 23 年の 183 件から１割以上増
えています。75 歳以上の後期高
齢者が増える 10 年後は、さらな
る事故増加が予想されます。
【高齢運転者事故の５年間の推移】

平成
23 年

平成
24 年

平成
25 年

平成
26 年

平成
27 年

183 件 211 件 221 件 183 件 206 件

生活に欠かせない自動車

自由に移動できる “便利な足”。

時として、凶器に変わる

小野田　善之係長（三島警察署交通課）

運転時は、何が
起こるかわかり
ません。年齢に
関わらず細心の
注意を。

高齢運転者の特徴
●長年の無事故経験

による、警戒心の
薄れ

●安全確認から、行
動開始までの時間
差が大きい

●視野が狭い　など

免許からの卒業、阻む壁

　三島警察署管内では、高齢者宅
を訪問し、免許返納制度の紹介を
していますが、スムーズに話が進
むことは、少ないとのことです。
　「これまでどおりの生活ができ
なくなる」という不安が免許返納
を躊

ちゅうちょ

躇させる原因の１つです。特
に、郊外に住む人にとって、車は
日常生活には必要不可欠です。
　しかし、自分の身を守り、人を
傷つけないため、運転をやめるこ
とも視野に入れ、ライフスタイル
を見つめ直してみましょう。

【三島市の人口年齢構成予想】
出典：国立社会保障・人口問題研究所

　高齢運転者の中には、夜間は運転し

ないなど、自分なりに気を付けている

人もいますが、高齢運転者の増加によっ

て被害者も加害者も高齢者という事故

が多くなることが予想されます。

　事故を繰りかえすことで家族が心配

になって、相談に来ることがあります。

反射神経の衰えや距離感がつかめなく

なるなど自覚症状があっても免許返納

の決断ができないという人もおりまし

た。免許返納後のケアや不安を取り除

くことが必要だと思います。

　70 歳以上の高齢者が、免許（有効期

限内）返納をすると助成券がもらえる

という制度を、より多くの人に知って

もらいたいですね。

 ● interview 警察の声
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杉山　保徳所長（伊豆箱根バス㈱三島営業所）

地域交通につい
て考えてくださ
い。なくなって
からでは、間に
合いません。

返納後も変わらない生活を

　自家用車の代替手段として、期
待されるバス。現在、市内では、
各地域の人が利用できるように路
線が張り巡らされ、多くの人の生
活の足となっています。しかし、
10 年後、いざ自動車の運転をや
めた高齢者がバスに乗りたいと
思ったとき、今のバス網が維持さ
れているとは限りません。

全国各地で消える路線バス

　自家用車が広く普及した現在、
バスの利用頻度が減り、利用者数
も減少しています。バス離れが進
むことで、事業者の収益が悪化し、
本数が減る。すると利便性が落ち、
さらにバス離れが進む。この悪循
環から、路線バスが撤退してしま
う事例も数多く見受けられます。

三島のバスの現状

　市内ではバス事業者が、多くの
路線バスを運行しています。採算
性の悪化による路線バスの撤退
は、「車に乗れない」「車を持てな
い」交通弱者の生活の足がなくな
ることにつながります。
　市では、路線バス撤退地域など
に、コミュニティバスを走らせて
いますが、徐々に利用者数が減少
することで、今後の路線維持が心
配されます。

　現在、バスの利用者層が、徐々に通勤・

通学者から高齢者に移行しているよう

に、バス事業自体が分岐点に差し掛かっ

ていると感じています。

　年齢層によって異なる利用時間帯に

どう対応するかなど、事業者も変化が

必要だと思います。利用者が増えるほ

ど、バスの利便性は高まります。行政

などと連携する中で、サービスの向上

に努めていきます。ご利用のお客さま

がこのまま減少すると、全国の自治体

と同様に、いざバスが必要となったと

きに、すでに路線がなくなっていたと

いうことも十分考えられます。

　改めて皆さんに、公共交通の有り方

を見直していただければと思います。

 ● interview バス事業者の声

バス事業者の取り組み
バスの乗り方教室

　市内の高齢者、小学生を対象に

講座を行っています。

　長年、自家用車を運転してきた

高齢者から、実はバスの乗り方が

よくわからないという話をお聞き

きします。今さら人に聞くのも恥

ずかしいという気持ちもあるよう

です。

　また、自家用車があるのが当た

り前な現在の子どもたちは、そも

そもバスに乗る機会が少ないた

め、まずは知ってもらうことを目

的として行っています。

　バスの利用方法が分からないこ

とも、利用を妨げる要因だと思い

ますので、保育園・幼稚園児を対

象とした講座も実施していきたい

と考えています。

井上　貴之
（伊豆箱根バス㈱
営業部部長）

【市内コミュニティバスの利用者推移】

特集●未来の自分のために
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１日の運行総距離 833.5㎞（東京～広島間を超える距離）

市民を支えるコミュニティバス

 ● interview バス利用者の声

　買い物や病院、習い事に通う際に

利用し、年中お世話になっています。

ふれあい号の乗客は、同じ地域の人

ですし、運転士さんは乗客の顔を覚

えてくれており、気さくに話せる空

間です。安心して乗車できますし、

バスでのふれあいの時間も楽しみに

なっています。

森藤　澄江さん
（ふれあい号利用者）

乗車歴 10 年

　高校１年生の夏休み前からバス通

学をしています。自転車での事故を

よく耳にするので、両親も安心して

いるようです。通学以外にも、遊び

に出るときに利用しています。

　学生や車を持っていない人にとっ

て、バスは本当に生活に不可欠な存

在です。

荻野　勇也さん
（玉沢線利用者）
乗車歴１年

❶

❹

❺

❷

❸

800㎞

佐野美術館

三島総合病院
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　伊豆箱根バス㈱により
運行。買い物、病院など
への交通の利便性の向上
など、中郷地区の活性化
を目的に運行するノンス
テップバス。

　伊豆箱根交通㈱により
運行。中郷北部の地区を
走るバス。一部「フリー
降車区間」が設定されて
おり、バス停がなくても、
自由に降車可能。

　㈱東海バスオレンジ
シャトルにより運行。三
島駅から三島総合病院や
県総合健康センター、玉
沢地区をつなぐバス。

　富士急伊豆タクシー㈱
により運行。北上地区を
走るバス。一部「フリー
降車区間」が設定されて
おり、バス停がなくても、
自由に降車可能。

　伊豆箱根バス㈱、富士
急シティバス㈱、㈱東海
バスオレンジシャトルに
より運行。市街地活性化、
観光施設への交通の利便
性向上を目的に運行。

三島駅～北上文化プラザ（大人 200 円・小学生 100 円） 三島駅循環（東回り・西回り）（100 円）

ふれあい号（市委託事業）なかざと号（バス会社に補助）

バスの運行情報について

せせらぎ号（バス会社に補助）

市民生活の足、コミュニティバス。皆さんは、見かけたことがありますか。

きたうえ号（市委託事業）

玉沢線（市委託事業）

　週に１～３回、まちに出るときや

通院に利用しています。免許を返納

しているため、バスが生活の足と

なっています。バスがないと、最寄

りと言っても 20 分以上かかる大場

駅まで歩くか、息子の車に乗せても

らうかになるので、生活になくては

ならないものとなっています。

中山　茂さん
（なかざと号利用者）

乗車歴 １４ 年

知ってると、便利な耳寄り情報

運行情報や路線図が無料で検索で

きる乗換案内アプリ、ナビタイム。

10 月から市内コミュニティバス

情報の配信が開始されます（玉沢

線は対応済み）。ぜひ、ダウンロー

ドをして、活用してください。
▲時間検索で予定も

立てやすい

❹

❺

❷❶

❸
大場駅循環（100 円） 三島市役所～梅名（大人 200 円・小学生 100 円 )

三島駅～玉沢（距離制※詳しくはお問い合わせください）
　各バスの時刻表や路線図など、詳しくは各事業所に
お問い合わせください
問合せ　①富士急伊豆タクシー㈱（☎ 975 － 2714）
②三島市地域安全課（☎ 983 － 2701）③伊豆箱根
バス㈱（☎ 977 － 3874）④伊豆箱根交通㈱（☎ 984
－ 3700）⑤㈱東海バスオレンジシャトル（☎ 935
－ 6611）

特集●未来の自分のために
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市内を走り続けるバス

安全に目的地まで到着する

そこには運転士の努力がある

バス運転士は自分の天職
常にやさしい運転を

　せせらぎ号、定期路線、貸切バ
スなど、各バスを運転しています。
お客さまからの「ありがとう」の
声に、喜びとやりがいを感じなが
ら業務に励んでいます。
　私たち運転士は、　高齢のお客
さまをはじめ、観光客など、さま
ざまなお客さまを乗せて走るせせ
らぎ号が大好きです。せせらぎ号
はとても地域に根ざした存在であ
ることも実感しています。
　今後もやさしい安全運転を心が
け、あらゆる世代にせせらぎ号に
親しんでいただき、より地域に愛
されるバスにしていきたいです。

お客さまとのつながりを
大切に、安全運転を

　きたうえ号は、路線バスよりも
お客さまとの距離が近いと感じて
います。いろいろなことを家族の
ように話してくれる乗客の皆さ
ま。自分自身もその地域に溶け込
んでいるようで嬉しいです。
　運転中、お客さまの乗降を楽に
するための工夫や、揺れの少ない
低速運転、車内の温度調整に気を
配っています。今後、高齢のお客
さまが増えることが予想されま
す。お客さまとのふれあいを通し
て、快適な移動時間を提供し、な
によりも生活の足として、更なる
安全運転に努めていきます。

 ● interview バス運転士の声

渡邉　宗一郎さん
（きたうえ号運転士）

河内　恵美子さん
（せせらぎ号運転士）

　運転士はただ目的地までお

客さんを運んでいるわけでは

ありません。お客さんのこと、

地域のことを思いながらバス

を走らせています。

バスなどの公共交通機関を利用する際にご活用ください

●高齢者免許返納支援事業
　運転に不安を感じている 70 歳以上の高齢者が
自主的に運転免許を返納すると１万円分のバスな
どの利用助成券を交付します。
対象　運転免許返納時に市に住民登録している

70 歳以上で、免許証を自主返納（有効期間内
に運転免許を返納すること）した人※すでに失
効した運転免許は自主返納とはなりません。
問合せ　地域安全課（☎ 983 － 2651）

●高齢者バス等利用助成券（100 円分、30 枚綴り）
　市内を運行する路線バスや伊豆箱根鉄道駿豆線
乗車時に、１乗車 100 円分として利用できる助成
券を申請者に対して年度内に１回発行していま
す。今年度の使用期限は平成 29 年３月 31 日です。
対象　年度当初（４月１日）において三島市に住

民登録があり、年度内（翌年３月 31 日）に 70
歳以上になる人
問合せ　長寿介護課（☎ 983 － 2609）

8 広報みしま● ２０１６．10．１



―生活の足を考えること、それは未来の選択―
移動手段があるのは当たり前のこと。

普段の生活の中で、考えることは少ないはずです。
でもそれが、自分の未来に関わることだったらどうしますか。

自動車の運転ができなくなったとき…
想像してみてください。

今後、バスが担う役割は大きくなるものの、維持していくことがとても厳しい状態です。
なくなってから元に戻すことは、容易なことではありません。

みんなで乗って、みんなで支える。
皆さんの選択が自分の未来につながっていきます。

特集●未来の自分のために
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糖尿病などの生活習慣病が気になる人に

ヘルスアップ集中講座参加者募集

あきらめるのは、まだ早い！筋肉は、何歳からでも鍛えられます

健
け ん こ う

幸運動教室であなたに合った健康づくりを始めませんか
　疲れやすい、だるさが抜けない、膝が痛いなど、日
常のちょっとした不調や体力の衰えは、運動不足が原
因かもしれません。
　現在、健幸運動教室には「運動不足の解消」「体重
を落としたい」「健診結果を改善したい」など、いろ
いろな動機をもった人が参加しています。

個人の体力に合わせた無理のない運動メニュー

①筋力トレーニングと有酸素運動（エアロバイク）を
中心とした１時間 30 分の教室
②栄養士による栄養講座
③毎月１回、日ごろの運動量をレポートでお知らせ

１月から開始する第７期の参加者を募集

対象　40 歳以上で医師から運動を禁止されていない
市民
ところ　市民体育館２階大会議室

教室の曜日と時間　次の５コース

期間・回数　平成 29 年１～６月の６カ月間・全 20 回
※教室開始前に事前説明会と体力測定会を実施
費用　６カ月 18,000 円（開始時と４月上旬に３カ月

分 9,000 円を徴収）※教室開始後の返金はできませ
ん（各教室の継続は最長１年間）。
特典　教室で使用する専用歩数計（5,700 円相当）を

初回限定でプレゼント
申込み・問合せ　10 月 28 日㈮までに健康づくり課（☎

973 － 3700）

対象　次のすべてに当てはまる人
　①市内在住の 40 ～ 74 歳
　②「健幸運動教室」に参加していない
　③腹囲 84㎝以下の男性または腹囲 89㎝以下の女性
　④�糖尿病・コレステロール・血圧の薬を飲んでいない
　⑤�ＨｂＡ１ｃが 5.9 ～ 6.9％またはＬＤＬが 120㎎

／ dl 以上かつ血圧 135 ／ 85mmHg 以上

定員　先着 20 人
費用　講座のみの参加は無料、健幸運動教室に参加す

る場合、３カ月ごとに 9,000 円
申込み・問合せ　11 月９日㈬までに健康づくり課（☎

973 － 3700）

とき 時間 ところ 内容

11 月 10 日㈭ 午後６時 30 分から 
（受け付け午後６時から）

生涯学習センター３
階講義室 糖尿病予防講座

11 月 15 日㈫ 午前９時～午後４時の間で１人 45 分程度 保健センター東館 体成分分析測定、初回個別相談

11 月 22 日㈫ 午前９時 45 分～正午 
（受け付け午前９時 30 分から） 保健センター東館 栄養講話、調理実習、食前・食後血

糖検査

11 月 29 日㈫ 午後１時 30 分～３時 30 分 
（受け付け午後１時 15 分から） 保健センター東館 歯科衛生士講話、お口のチェック

平成 29 年１月～６月
の希望日 健幸運動教室の開催時間に準じる 市民体育館２階大会

議室 健幸運動教室参加（有料）

平成 29 年３月 22 日㈬ 午前９時～午後４時の間で１人 45 分程度 保健センター東館 体成分分析測定、中間個別相談

平成 29 年６月（未定） 午前９時～午後４時の間で１人 45 分程度 保健センター東館 体成分分析測定、最終個別相談

開催曜日 コース 開始時間 空き状況

火曜日
午後コース 午後１時 30 分 ○

夜間コース 午後７時 ○

金曜日
午前コース 午前 10 時 △

午後コース 午後１時 30 分 ◎

日曜日 午前コース 午前 10 時 ○
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夜間・休日に急病になったときは 休日の歯科診療

休日の歯科診療

10 月 9 日㈰ 北岡歯科医院　
（広小路） ☎ ９72-8119

10 月 10 日
（月・祝）

中村歯科医院　
（中央町） ☎ 971-3411

10 月 16 日㈰ サクラ歯科　
（大社町） ☎ ９75-8868

10 月 23 日㈰ 後藤歯科医院
（文教町） ☎ 986-8776

10 月 30 日㈰
S.D.Cさいとう
歯科クリニック
（谷田）

☎ 981-2002

11 月 3 日（木・
祝 )

斉藤歯科クリ
ニック（大場） ☎ 977-1110

11 月 6 日㈰ 白井歯科医院
（末広町） ☎ 986-7191

平日の夜間

外科�
内科�
小児科

午後 6時�
～�

午後 10 時

三島市医師会�
メディカルセンター
（南本町 4－ 31、�
☎ 972 － 0711）�

外科�
内科�
小児科

午後 8時 30 分�
～�

翌日午前 7時

沼津夜間救急医療�
センター（☎ 926 －
8699）

外科
午後 10 時�
～�

翌日午前 9時

消防署（☎ 972 －
5800）

土曜日・日曜日・休日など

外科�
内科�
小児科

午前 9時～午後
9時 (土曜日は午後
2時～午後9時 )

三島市医師会メディカル
センター（南本町 4－
31、 ☎ 972 ー 0711）

夜
間

外科
午後 9時�
～�

翌日午前 9時
消防署（☎ 972 － 5800）

外科�
内科�
小児科

午後 6時�
～�

翌日午前 7時

沼津夜間救急医療センター
（☎ 926 － 8699）

耳鼻科�
眼科�

産婦人科

午前 8時～�
午後 5時�

(日曜・休日のみ)
�消防署（☎ 972 － 5800）

連絡先　※番号をよく確かめて、おかけください。また 119 番での問い合わせはご遠慮ください。
　・静岡県内の当番医情報（☎ 0800 － 222 － 1199）
　・子どもの救急電話相談（＃ 8000 または☎ 054 － 247 － 9910：午後 6時～翌朝 8時）
　・精神科救急情報（☎ 054 － 253 － 9905：24 時間対応）　
　・救急テレホンサービス（☎ 983 － 0116）

診療時間　午前 9時～午後 4時

「救急医療体制を継続するためにも、適切な受診を心がけましょう」

健康づくり 問合せ　健康づくり課（保健センター）（南二日町８-35、☎ 973 － 3700）

受診時には
保険証を持参してください

会場 事業 対象・内容 日 時間

保
健
セ
ン
タ
ー

乳幼児健康相談会 身体計測・育児・発達相談など 10/11 受付 9：15 ～ 10：15

前期離乳食講習会 満 4～ 5カ月児 10/19 9：45 ～ 12：00（受付 9：30 から）
13：15 ～ 15：30（受付 13：00 から）

後期離乳食講習会 満 8～ 9 カ月児 11/ 2 9：15 ～ 12：00（受付 9：00 から）

3 カ月児健康教室 満 3カ月児 ( 健診・予防接種の受け方・育児全般） 11/10

・対象者には通知します｡
・時間、内容の詳細は通知を参照。

1 歳 6 カ月児健康診査 満 1歳 6 カ月児 11/ 1
2 歳児健康相談会 満 2歳児 10/21
3 歳児健康診査 満 3歳児 10/20
2 歳 6 カ月児・3 歳 6 カ月
児フッ化物塗布 満 2歳 6 カ月児・満 3歳 6 カ月児 10/21 対象者には各健診などで案内

総合健康相談会 血圧・体脂肪・超音波骨密度測定、生活習慣病に関
する相談など 10/11 受付 9：30 ～ 11：30

栄養個別相談会 大人の生活習慣病予防の食事や偏食・少食・過食な
どの食事に関する困りごとの相談 10/20 9：15 ～ 12：00�

※要予約（☎ 973 － 3700)

酒害相談 「酒をやめたいがやめられない」・「家族が酒による問
題で困っている」などのアルコールによる悩み相談 11/ 1

10：00 ～ 12：00
※要予約（☎ 973 － 3700、 緊急時、日
程調整可能）

東
部
保
健
所

こころの電話相談 こころの悩み相談 祝日を除く月曜～金曜日、8：30 ～ 17：00�
※専用電話（☎ 922 － 5562）

エイズ検査 
Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎検査 エイズ検査およびＢ型肝炎・Ｃ型肝炎の採血検査 検査により曜日・時間の指定有り�

※要予約（☎ 920 － 2109）

ほけんカレンダー
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電子申請可と記載の記事は、このＱＲコードからも申し込みできます。

ところ　保健センター東館※無料
内容　親子体操、発達を促すかかわり方の指導、セルフ

リンパマッサージ、情報交換を含むグループワーク
対象　平成 28 年２～４月生まれの乳児と両親（夫婦

ともに参加できる人に限る）
定員　25 組 ( 応募多数時はパパママセミナー受講者

優先 )
持ち物　母子手帳、筆記用具、動きやすい服装など
申込み・問合せ　10 月 11 日㈫までに健康づくり課（☎

973 － 3700）※電子申請可

10 月のタニタ流健康セミナー

とき　10 月 25 日㈫午後１時 30 分～３時 30 分
ところ　錦田公民館講堂※申し込み不要、無料
内容　①社員食堂健康セミナー～ 500㎉のまんぷく定

食のコツ～②高機能体組成計測定（素足での測定）
講師　みしまタニタ健康くらぶヘルスコンシェルジュ
持ち物　筆記用具
問合せ　健康づくり課（☎ 973 － 3700）

～みしまるくん・みしまるこちゃんのシールプレゼント～ 
毎月 19 日は “ 食育の日 ”

とき　10 月 18 日㈫午前 10 時～ 11 時
ところ　イトーヨーカドー三島店内※なくなり次第終了
問合せ　健康づくり課（☎ 973 － 3700）

しのぎ小児科内科クリニック休診のお知らせ

　しのぎ小児科内科クリニック（谷田 523 －７）は、
９月から休診中です。当面の間、予防接種や健康診査
なども受診することができません。ご注意ください。
問合せ　三島市医師会（☎ 972 － 0711）、健康づくり

課（☎ 973 － 3700）

～がん検診三つ巴 “ 胃がん・前立腺がん・乳がん ” ～
第 21 回市民講座

とき　10 月 29 日㈯午後２時～５時（開場午後２時）
ところ　市民文化会館小ホール※申し込み不要、無料
内容　▶相談ブースなど開設（午後２時～３時）　救

急救命処置体験コーナー、医療相談コーナー、薬剤
師相談コーナー※頸

けい

動脈超音波コーナーはありませ
ん▶講演（午後３時～５時）　①「胃がんを知ろう！
～診断から治療まで～」山口裕一郎さん（とくら山
口医院院長）　②「やってみよう！ＰＳＡ検診～よ
くわかる前立腺がんのお話～」竹中俊介さん（たけ
なか三島東町クリニック院長）③「乳がんを早く見
つけよう！」眞田克也さん（さなだ消化器・乳腺ク
リニック院長）
問合せ　健康づくり課（☎ 973 － 3700）

糖尿病予防講座

とき　11 月 10 日㈭午後６時 30 分～８時 30 分（開場
午後６時）
ところ　生涯学習センター３階講義室※無料
内容　①「薬を使わずに糖尿病を治す方法」榎澤尚子

さん（後藤外科胃腸科医院医師、糖尿病専門医）②「歯
周病予防は糖尿病予防！」栗原由紀夫さん（栗原歯
科医院院長）※講演前には体組成測定ができます。
申込み・問合せ　11 月９日㈬までに健康づくり課（☎

973 － 3700）

育メン教室でパパ力
ぢから

アップ！ 
ママはリフレッシュしませんか？

とき　10 月 16 日㈰午前９時 30 分～ 11 時 30 分（受
け付け午前９時 15 分から）

三島市消防団　～消防ポンプ操法訓練の秋季大会開催～
　市内の全消防団が日ごろの訓練の成果を競いま
す。ご声援をお願いします。
　また、消防団員を随時募集しています。主婦や自
営業の人など、性別・職業問わず活躍しています。
あなたも地域を守る消防団に入りませんか。

とき　10 月 23 日㈰午前８時〜午後２時 20 分
ところ　南田町広場（三島消防署西側）※小雨決行
内容　自動車ポンプ操法、小型ポンプ操法など
問合せ　危機管理課（富士山南東消防本部三島消防

署内☎ 972 － 5801）

健康づくり
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ス ポ ー ツ

市民温水プール

10月の休館日　▶終日休館：17 日㈪▶夜間休館：10 日
（月・祝）※祝日開館のため（午前・午後の部はスポー
ツデー無料開放）▶午前・午後の部休館：30 日㈰※
市民水泳大会のため（夜間の部は通常営業）
問合せ　市民温水プール（☎ 980 － 5757）

市民体育館

10 月の休館日　１７ 日㈪

●グラウンド抽選会（12 月分）　10 月 31 日㈪

　▶南二日町多目的グラウンド…午前９時▶北上…午
前９時 30 分▶長伏Ａ（日中）、長伏Ｂ、長伏Ｃ、錦

　田（日中）…午後６時 30 分▶ナイター…午後７時
▶南二日町人工芝グラウンド…午後７時 30 分

●ボディバランス測定会参加者募集

とき　10 月 25 日㈫午前９時～ 10 時、午後１時～３時、
午後６時～７時
ところ　市民体育館２階大会議室※予約不要
内容　新型体組成計を使用した筋肉バランスなどの測

定と簡易カウンセリング
対象　18 歳以上の人（17 歳以下の人は内臓脂肪、基

礎代謝などの数値はでませんが、測定は可能）
費用　１回 200 円※当日受付窓口にて支払い

● 10 月のトレーニングルーム利用者講習会

　▶午前 10 時…５日㈬、19 日㈬、26 日㈬▶午後３時
…15 日㈯、22 日㈯、29 日㈯▶午後７時…２日㈰、
６日㈭、23 日㈰、２７ 日㈭※当日受け付け、予約不要
料金　大人 100 円、高校生 50 円※午後７時からは大

人 200 円、高校生 100 円、中学生以下は利用不可
問合せ　市民体育館（☎ 987 － 7570）

太極拳教室

とき　10 月 24 日㈪、31 日㈪、11 月７日㈪、14 日㈪、
28 日㈪、12 月５日㈪午後１時 30 分～３時
ところ　市民体育館剣道場
定員　先着 30 人
費用　3,000 円（保険料含む）※初日に集金
持ち物　室内用シューズ、タオル、飲み物など
申込み　10 月 21 日㈮までに三島市体育協会（☎ 981

－ 0200）※受け付けは、月曜・水曜・金曜日の午
前 10 時～午後４時に限ります。
問合せ　三島市体育協会、スポーツ推進課（☎ 987 －

7571）

三島市
裾野市
長泉町 富士山南東消防本部からのお知らせ富士山南東消防本部からのお知らせ Mt.Fuji Southeast

Fire Dept.

普通救命講習の開催

とき　10 月 16 日㈰午前９時～正午
ところ　富士山南東消防本部（三島消防署）３階
内容　心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱い
定員　20 人※応募多数時は三島市、裾野市および

長泉町在住、在勤の人を優先し抽選
費用　無料※公共交通機関を利用してください。
服装　動きやすい服装
申込み　10 月 15 日㈯までに富士山南東消防本部三

島消防署（☎ 972 － 5800）

応急手当指導員を表彰しました

　旧三島市消防本部では、市民の皆さんに応急手当
指導員の資格を取得していただき、消防職員と協働
で救命講習会を実施してきました。指導員のうち、
継続年数、指導時間で特に功績のあった５人に感謝
状を贈り表彰しました。（出席は３人）
問合せ　富士山南東消

防本部警防救急課
（☎ 972 － 580３）
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 日本ジオパーク全国大会

　ステージ（伝統芸能、ゆるキャ
ラ）、体験ブース、ジオグルメや
地元 B 級グルメなど、誰でも楽し
めるイベントです。
とき　10月10日（月・祝）午前10

時から
ところ　プラサヴェルデ（沼津駅

北口）
内容　▶ジオ市場（飲食、物産な

ど）▶特別講演「 日 本 の 魅 力
‐ 日本百名山ひと筆書きを通し
て ‐ 」田中陽希さん（プロア
ドベンチャーレーサー）▶基調
講演「列島からの恩恵、大陸誕
生の謎を伊豆から考える」巽好
幸さん（神戸大学海洋底探査セ
ンター教授）▶全国各地のジオ
パークの紹介など

問合せ　 商工観 光課（☎ 983 －
2656）、伊豆半島ジオ
パーク協議会事務局

（☎ 0558－72－0520）

 佐野あゆみの里まつり

とき　10 月８日㈯午前 10 時～午
後２時
ところ　佐野あゆみの里
※駐車場に限りがあるため、でき

るだけ公共交通機関をご利用く
ださい。
内容　音楽・ダンスをテーマにし

たステージ披露、模擬店
問合せ　佐野あゆみの里（☎ 971

－ 1354）

フリーマーケットのお知らせ

とき　10 月 23 日㈰午前８時 30
分～正午（雨天中止）
ところ　浄化センター広場（長伏

公園東側）
出店数　60 店
問合せ　ＮＰＯ法人グラウンドワー

ク三島（☎ 983 － 0136）、廃棄物
対策課（☎ 971－ 8993）

楽寿園イベント情報

●秋の小品盆栽展
とき　10月８日㈯～10日（月・祝）

午前９時～午後４時 30 分
ところ　園内展示場
●秋の山野草展
とき　10 月 14 日㈮～ 16 日㈰午前

９時～午後４時 30 分
ところ　園内展示場
問合せ　楽寿園（☎ 975 － 2570）

健康講座に参加しませんか

とき　10 月 18 日㈫午後１時 30
分～２時 30 分
ところ　街中ほっとサロン（三島

中央町郵便局東）
テーマ　いつまでも美味しく食べ

るために
講師　白井博子さん（歯科衛生士）
定員　20 人程度※申し込み不要、

直接会場へ
問合せ　長寿介護課（☎ 983 －

2609）

フリーマーケット出店者募集

とき　11 月 20 日㈰午前８時 30 分
～正午（雨天中止）
ところ　浄化センター広場（長伏

公園東側）
対象　市内在住、一般家庭の不用

品を販売する 18 歳以上のアマ
チュアで、イベント運営団体へ
の個人情報の提供に同意する人
区画数　60 区画※応募多数時抽選
申込み　10 月 10 日（月・祝）【消

印有効】までに、はがき（一世

帯１枚）に郵便番号、住所、氏名、
年齢、電話番号、出品物、出店
希望日を記入し、ＮＰＯ法人グ
ラウンドワーク三島（〒 411 －
0857 芝本町７－ 11）※記入漏れ
は無効になる場合有り
問合せ　ＮＰＯ法人グラウンドワー

ク三島（☎ 983 － 0136）、廃棄
物対策課（☎ 971 － 8993）

錦田地区エコリーダー活動 
錦田地区歴史ウオーキング

とき　10 月 23 日㈰午前９時～午
後３時※小雨決行
コース　錦田公民館（集合）→天

泊神社→向山・夏梅木古墳群→
屏風岩→竹倉湧水群→錦田公民
館（解散）
定員　25 人※応募多数時抽選
費用　無料
持ち物　雨具、昼食、飲み物など
申込み・問合せ　10 月 14 日㈮ま

でに、氏名、連絡先を環境政策
課（☎ 983 － 2647、 ℻ 976 －
8728）

 駿豆地区障がい者自立支援協議会 
一般報告会・分科会

　誰もが安心して暮らせる地域づ
くりについて一緒に考えてみませ
んか。前半の一般報告会には、手
話通訳、要約筆記がつきます。
とき　10月29日㈯▶一般報告会：

午後１時～２時▶分科会：午後
２時 30 分～４時 30 分
ところ　中郷文化プラザ
分科会テーマ　「 安心して地域で

くらす」「 障がい者特例子会社
の現状と課題」ほか
申込み・問合せ　10 月 14 日㈮ま

でに相談支援センターゆううん
（☎ 941 － 6015)、障がい福祉
課（☎ 983 － 2691）※託児を
希望する人は、申込時にお伝え
ください。

くらしの情報

イベント

募集

イベント詳細（ホームページ）▲
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市民ポータルサイト・ 
地域ＳＮＳの利用者講習会

とき　▶市民ポ－タルサイト講習
（団体向け）：10 月 26 日㈬午後
１時 30 分～２時 30 分▶地域Ｓ
ＮＳ講習（個人向け）：10 月 27
日㈭午後２時～３時
ところ　市役所中央町別館３階
定員・費用　先着 10 人・無料
持ち物　パソコンのメールアドレ

スの控え
申込み・問合せ　前日までに、氏

名、電話番号、希望する講習会
を電子広報戦略室（☎ 983 －
2620、mportal@city.mishima.
shizuoka.jp）※電子申請可

ツリークライミング体験会

　専用の器具とロープを使い、安
全に樹上の世界を体験できる半日
のプログラムです。※小雨決行
とき　10 月 23 日㈰▶午前の部：

午前９時 45 分～正午▶午後の
部：午後１時～３時 15 分

ところ　楽寿園（小浜の森入口集合）
対象　４歳以上の人
定員　各回先着 20 人程度
費用　１人 2,500 円（器具レンタ

ル料、保険料含む。親子で参加
の場合は１人 2,000 円）※別途
楽寿園入園料が必要

申込み　㈱髙樹園・髙村さん（mail@
koujyuen.biz）※メールが不可の
場合はお問い合わせください。

問合せ　㈱髙樹園・髙村さん（☎
986 － 6589）、商工観光課（☎
983 － 2766）

第３回防災力アップ 
人材育成講座

とき　11 月 19 日㈯午後４時～７時
30 分
ところ　南小学校（富田町）
内容　避難所開設の説明、夜間の

避難所開設体験※無料
対象　市内在住の中学生以上の人
定員　50 人※応募多数時抽選
申込み・問合せ　11 月４日㈮まで

に、氏名、年齢、性別、住所、
電話番号を危機管理課（☎ 983
－ 2650、ＦＡＸ 981 － 7720、kiki@
city.mishima.shizuoka.jp）※電
子申請可

防災× 健
け ん こ う

幸　防災ウオーキング

とき　11 月６日㈰午前 10 時〜正午
ところ　楽寿園駅前口広場集合
内容　約１時間のウオーキング、

非常食体験など
対象　市内在住の人
定員・費用　先着 40 人・無料
持ち物　飲み物、レジャーシート、

家にある缶詰１つ（昼食用）、
災害時の非常持出品２つ以上

※持ち物は、リュックなどの両手
が使えるバッグに入れてお持ち
ください。
申込み・問合せ　危機管理課（☎

983 － 2650）

要約筆記入門講座

とき　1１ 月５日㈯、12 日㈯午前 10
時～正午
ところ　社会福祉会館（南本町）
対象　要約筆記未経験の市民
定員・費用　20 人・無料
申込み　10 月 31 日㈪までにＯＨＰみ

しま・前田さん（☎ 975 － 3067）
問合せ　障がい福祉課（☎ 9８３ －

２６１２）

～旧東海道西坂石畳をふるさと 
ガイドと歩きませんか～ 

第 24 回ふるさとみしま歴史探訪
とき　10 月 22 日㈯午前９時～午

後２時（午前８時 50 分市役所
駐車場集合）※小雨決行
コース（約６㎞）　箱根峠→山中

城跡（昼食）→三島スカイウォー
クバス停

対象・定員　中学生以上・先着 40 人
費用　帰りのバス代
持ち物　昼食、飲み物
※健幸マイレージ対象イベント
申込み・問合せ　10 月1５日㈯まで

に市民活動センター（☎ 9８３ －
２６９３）※いただいた個人情報は、
今後のご案内のためにふるさとガ
イドの会と共有いたします。

一日白杖歩行体験教室

とき　10 月 22 日㈯午前 10 時～午
後３時※事前申し込みが必要
ところ　社会福祉会館（南本町）
内容　歩行訓練士による指導、白

杖の選び方など
対象　視覚障がい者とその家族
定員・費用　10 人・無料
持ち物　昼食、飲み物、白杖（無

い場合は申込時に申告）
申込み　10 月 11 日㈫までに視覚

サポートなごみ（☎ 054 － 266
－ 6314）
問合せ　視覚サポートなごみ、障

がい福祉課（☎ 983 － 2612）

シルバー人材センター 
植木の剪

せ ん て い

定などの講習会

とき　11 月 16 日㈬～ 18 日㈮午前
９時～午後３時 30 分
ところ　加々見園（川原ケ谷）
内容　講義と実習（①脚立や剪定

道具の使い方②樹木の剪定方法
と時期③草花・野菜の育て方と
管理など）
対象　働く意欲のある 55 歳以上

で、３日間すべて参加できる人
定員　20 人※応募多数時抽選
費用　無料
持ち物　剪定道具、軍手、帽子、弁

当、飲み物※作業ができる服装
申込み　10月21日㈮までにシルバー

人材センター（☎ 972 － 9700）　
問合せ　シルバー人材センター、長

寿介護課（☎ 983 － 2609）

電子申請可と記載の記事は、このＱＲコードからも申し込みできます。
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くらしの情報

スポーツ婚活 
参加者募集

　簡単に誰でもできるスポーツを
通じて出会いを探しましょう。

対象　20～40歳代で独身の人（原
則４回すべて参加できる人）
定員　男女各先着 15 人
費用　４回で 3,000 円
申込み　必要事項を問い合わせの

上、ＮＰО法人エンジョイス
ポーツ三島（forch_mishima@
yahoo.co.jp、 〒 411 － 0832 南
二日町 22 － 10 南二日町クラブ
ハウス内）
問合せ　ＮＰО法人エンジョイス

ポーツ三島・小松さん（☎ 090
－9916－2760）、政策企画課（☎
983 － 2698）

お花を通じて世界を身近に 
フラワーアレンジメント 

参加者募集
とき　11 月３日（木・祝）午後２

時 30 分～４時 30 分
ところ　生涯学習センター５階美

術室
対象　市内在住、在勤の人および

市内在住の外国人
定員　20 人※応募多数時は国際交

流協会（MIRA）会員を優先
費用　MIRA会員と外国人は1,000

円、一般の人は 2,500 円（材料
費含む）
持ち物　花はさみ、新聞紙など
申込み　10 月 17 日㈪【必着】まで

に、往復はがきに、住所、氏名

（ふりがな）、電話番号、MIRA
会員か非会員かを記入し、国際
交流協会（〒 411 － 8666 中央町
５－５）
問合せ　国際交流協会（☎ 976 －

1020）

シニア向け運動教室に 
参加しませんか

　介護認定を受けていない、運動
に支障のない 65 歳以上の人を対象
に、運動教室を開催します。
❶社会福祉会館（毎週木曜日）
とき　平成 29 年１月５日㈭～３

月 16 日㈭午後１時 30 分～３時
30 分※１月 19 日㈭は休み、第
４回目は１月 30 日㈪に実施

内容　体操、お口の健康　
❷錦田公民館（毎週金曜日）
とき　平成 29 年１月６日㈮～３

月８日㈬午前９時 30 分～ 11 時
30 分※第 10 回目（最終回）は３
月８日㈬に実施
内容　体操、脳トレ
定員　❶❷各会場 20 人※無料
申込み・問合せ　10 月７日㈮～

11 月 11 日㈮に長寿介護課（☎
983 － 2609）

農産物鳥獣被害対策セミナー 
参加者募集

とき　10 月 25 日㈫午後２時から
（受け付け午後１時 45 分から）
ところ　佐野体験農園
内容　電気柵の設置方法を実演を

交えて説明します。
費用　無料
申込み・問合せ　10 月 ２１ 日㈮ま

でに農政課（☎ 983 － 2652）

行政改革市民懇話会の 
委員を募集します

　市の行政改革についての意見交
換や、行政改革推進本部に対して
必要な助言などを行います。

　委員には謝礼をお支払いします。
対象　20 歳以上で市内在住の人
定員　２人程度
応募締切　10 月 21 日㈮【必着】
応募方法　行政課（市役所本館２

階）で配布する応募用紙と「行
政改革に対する私の意見」を1,200
文字以内（400 字詰原稿用紙３
枚）にまとめ、行政課（〒 411
－ 8666 北田町４－ 47）へ提出

※封筒の表に「行革市民懇話会委
員応募」と記入。電子申請可
問合せ　行政課（☎ 983 － 2615）

第３回消費生活講座 
「食品ロスゼロの冷蔵庫の 

つくり方」
　食べ物を無駄なく使いきるコツ
がわかります。
とき　11 月 10 日㈭午後１時 30 分

～３時
ところ　生涯学習センター３階講

義室
講師　大野多恵子さん（ハッピー

冷蔵庫アドバイザー）
対象　市内在住の人
定員・費用　80 人・無料
申込み・問合せ　前日までに、市

民生活相談センター（☎ 983 －
2621）

認知症予防くらぶ

時間　午前 10 時～ 11 時
ところ　北上文化プラザ※無料
定員　20 人※応募多数時抽選
申込み・問合せ　10 月 14 日㈮ま

でに、北上地区地域包括支援セ
ンター（☎ 989 － 6500）

電子申請可と記載の記事は、このＱＲコードからも申し込みできます。

とき 内容

11 月 23 日（水・祝）
午後２時～５時

フォトウオーキ
ング（プロの撮影
指導、講評あり）

12 月 17 日㈯
午前９時～正午 室内テニス体験

平成 29 年１月 15 日
㈰午後２時～５時

楽寿園散策と料
理教室

平成 29 年２月 19 日
㈰午後２時～５時

コミュニケー
ションゲーム

とき 内容

1０ 月 １８ 日㈫ 楽しみながら認知症簡
易検査

1１ 月 １ 日㈫ 栄養の話

1１ 月 １５ 日㈫ 脳の活性化

1１ 月 ２９ 日㈫ 身体の話と体操
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児童手当を振り込みます

対象月　６～９月（４カ月分）
振込日　10 月 14 日㈮
問合せ　子育て支援課（☎ 983 －

2712）

10 月１日は浄化槽の日

　浄化槽の管理者（所有者）には、
「保守点検」「清掃」「法定検査」の
３つを定期的に行うことが法律で
義務付けられています。
▶保守点検　定期的に浄化槽の点

検、調整、薬品の補充を行いま
す。県の登録業者に依頼してく
ださい。
▶年１回以上の清掃　浄化槽にた

まった汚泥の引き抜きを市の許
可業者に依頼してください。
▶設置時と年１回の法定検査　保

守点検や清掃、日常の使用状況
が適切か検査を行います。県の
指定機関に依頼してください。

問合せ　下水道課（☎ 983 － 26６２）

10 月は３Ｒ推進月間です

　３Ｒとは、廃棄物などの発生抑
制（Reduce（リデュース））、再使
用（Reuse（リユース））、再生利
用（Recycle（リサイクル））の略

称です。限りある資源を有効利用
し、循環型社会を形成するために、
買い物について見直してみましょ
う。
▶マイバッグを持参する　レジ袋

を断る習慣を身につけましょう。
▶必要なものを必要な量だけ購入
する　特売や安売りで買いすぎ
ないようにしましょう。
▶包装は最小限に　包装の少ない

お店で買い物をしましょう。（包
装の費用は売価に含まれていま
す）
▶詰め替え商品を選ぶ　洗剤など

の容器は、繰り返し使いましょ
う。
問合せ　廃棄物対策課（☎ 971 －

8993）

国の行政に関することは、 
行政相談委員にご相談を

　10 月 17 日㈪～ 23 日㈰は行政相
談週間です。
【行政相談】　国の行政に関する市

民の要望や苦情などを聞き、解
決の促進を図ります。

【行政相談委員】　市民が国の行政
に関して相談する際、身近な窓
口になるのが、民間ボランティ
アの「行政相談委員」です。相
談は口頭、手紙、電話のいずれ
でも受け付けできます。直接、
行政相談委員へご相談ください。

相談先　▶杉
す ぎ は し 　 ふ み よ

橋文代委員（☎ 973
－ 0683）▶菊

き く ち

地たか子委員（☎
987 － 2150）▶三

み う ら  ま さ や す

浦正康委員（☎
975 － 2062）

※相談は無料、秘密は厳守します。
【定期相談】　行政相談委員と対面

式で相談ができます。
とき　毎月第３水曜日午前 10 時

～正午
ところ　市役所本館１階市民生活

相談センター
問合せ　全国統一ナビダイヤル
（☎ 0570 － 090110）、静岡行政
評価事務所（☎ 054 － 254 －
1100）、市民生活相談センター

（☎ 983 － 2621）

手話通訳者・要約筆記者の 
派遣をご利用ください

　聴覚障がい者などが日常生活や
社会生活において、円滑にコミュ
ニケーションができるよう手話通
訳者・要約筆記者を派遣していま
す。病院、地域生活、講演などで
お気軽にご利用ください。
申込み・問合せ　障がい福祉課（☎

983 － 2612、℻ 976 － 5555）

お知らせ

善意ありがとうございます
▶福祉向上のために
　三島市仏教会	 50,000 円

　秋は空き巣の最も多い季節です。空き巣被害にあ
わないために、防犯意識を高めましょう。
▶外出時には必ず施錠を
　ごくわずかな時間でも油断は禁物です。外出時は

もちろんのこと、少しでも家を空けるときには、
必ず窓やドアの鍵を掛けましょう。
▶窓の「ガラス破り」に注意

　補助錠を窓上部に取り付ける、防犯フィルムを貼
るなど対策をしましょう。
▶空き巣が嫌がる環境づくり
　空き巣は顔を見られることを非常に嫌がります。

日頃、見慣れない人にあいさつなど声かけをする
だけでも効果があります。
問合せ　地域安全課（☎ 983 － 27６５）

空き巣から自宅を守ろう
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みんなの伝言板 12 月１日号の原稿（12 月 10 日以降の内容）の締切りは 10 月 31 日です。掲載希望は広報広聴課（☎ 983 － 2620）へ。

―

―

知徳高等学校　オープンスクール

※ 10 月 12 日㈬～ 15 日㈯午前８時 45
分～午後０時 35 分（15 日は午前 11
時 35 分まで※部活動見学は午後２時
まで可）　※知徳高等学校（長泉町竹
原）　※授業および施設見学　※知徳
高等学校（☎ 975 － 0080）

秋の健康ウオーキング参加者募集

※ 11 月 12 日㈯、雨天時は 13 日㈰に
延期、午前７時～午後５時 30 分、集
合：三島市役所前、午前７時　※コー
ス：山中湖～花の都公園（昼食）～忍
野八海、約３時間　※実費 4000 円程
度　※浜道さん（☎ 972 － 8020）

スクエアダンス参加者募集

※毎週木曜日午前９時 30 分～ 11 時
30 分　※市民体育館ほか　※音楽の
リズムに合わせて歩くゲーム感覚のス
ポーツ　※どなたでも　※月 1,500 円　
※ハッピードリーム三島、中田さん（☎
090 － 4234 － 0560）

ともだちたくさん！�
みんなで音あそび

※ 10 月 22 日㈯午後２時～４時　※生
涯学習センター３階多目的ホール　※
プロの演奏家による本格的なリトミッ
ク　※小学生未満、20 歳以上の保護
者同伴　※申し込み不要、無料　※音
楽村（☎ 972 － 6685）

「骨と関節の日」�
市民講座と医療相談

※ 10 月 15 日㈯午後２時～５時　※沼
津商工会議所４階大会議室（沼津市米
山町）　※整形外科医による市民講座、
無料医療相談ほか　※無料　※静岡医
療センター整形外科、太田さん（☎
975 － 2000）

伊豆史談会例会講座

※ 11 月 13 日㈰午前 10 時～正午　※
本町タワービル４階　※演題：熱海を
愛した旧幕臣成島柳北　※講師：鈴木
保さん（伊豆史談会理事）　※申し込
み不要、無料　※土屋さん（☎ 971 －
3265）

第 16 回沼津市退職教職員作品展

※ 10 月 18 日㈫～ 23 日㈰午前９時 30
分～午後４時 50 分　※沼津教育会館

（沼津市本字丸子町）　※絵画、工芸、
園芸などの展示　※無料　※駐車場あ
り　※沼津教育会館（☎ 964 － 5500）

編み物・押し花・手織りの作品展

※ 10 月 31 日㈪～ 11 月２日㈬午前 10
時～午後５時（ただし、31 日㈪は正
午から、2 日㈬は午後４時まで）　※
三島商工会議所１階（一番町）　※展
示、押し花しおり作り無料体験、手
編み小物制作（材料実費） ※渡辺ニッ
ティングスクール（☎ 975 － 8921）

みなかみ合唱団　　　　　　　　
創立 35 周年記念演奏会

※ 10 月 16 日㈰午後１時 30 分～３時
※文化会館小ホール　※童謡、小学唱
歌など　※無料　※安田さん（☎ 971
－ 0306）

第 34 回琴域流三島支部�
大正琴愛好会発表会

※ 10 月 23 日㈰開場午前９時 30 分、
開演午前 10 時　※市民文化会館大
ホール　※演奏曲：テネシーワルツな
ど　※申し込み不要、無料　※和泉さ
ん（☎ 975 － 6552）
三島マンドリーノ・ドルチェ　　

第 12 回定期演奏会
※ 11 月 13 日㈰開演午後 １ 時 30 分　※
ベルフォーレ（長泉町下土狩）　※演
奏曲：シャンソンメドレー、タイスの
瞑想曲、真田丸テーマ曲など　※無料　
※望月さん（☎ 986 － 9783）

日大・ 富桜祭 プログラム�
おじさん寄席

※ 10 月 29 日㈯午後１時～２時 30 分　
※日本大学三島駅北口校舎１階山田顕
義ホール　※日大ＯＢ二人による古典
落語３席、元顧問による落語の解説　
※無料　※日本大学国際関係学部学生
課（☎ 980 － 1901）

セセラキ祭

※ 10 月 16 日㈰午前 11 時 30 分～午後
６時　※Ｖｉａ 701（本町）　※ライ
ブ、マジックショー、物販、飲食ブー
スなど　※収益金は市内児童福祉施設
に寄付　※末永さん（☎ 981 － 0007）

第 35 回健康まつり

※ 10 月 30 日㈰午前 10 時～午後３時　
※三島共立病院およびことぶき薬局駐
車場（八反畑）　※健康チェック、医療・
健康相談、薬相談、子どもの広場、模
擬店、お楽しみ抽選会など　※入場無
料　※西山さん（☎ 981 － 0408）

田方自動車学校Ｔ .D. Ｓ .�
フェスティバル

※ 11 月３日（木・祝）午前 10 時～
午後３時　※田方自動車学校（函南
町間宮）　※お笑いライブ、マジック
ショー、抽選会、模擬店、ダンスなど
※入場無料　※田方自動車学校（☎
978 － 2452）

不登校支援相談会

※ 11 月５日㈯午後１時 30 分～３時
30 分　※市民文化会館第３会議室　
※不登校支援に取り組む学校教員、カ
ウンセラーによる個別相談　※無料　
※ 11 月４日㈮までに日本航空高校沼
津校、篠木さん（☎ 923 － 8644）

公園で遊ぼう会

※ 10 月 12 日㈬午前 10 時～午後２時　
※上岩崎公園　※多目的広場受け付け　
※時間内いつでも参加可　※雨天中止　
※自由に遊んで友達をつくろう　※未
就園児の親子　※無料　※お弁当持参
可　※子育てつながり隊にじいろ（☎
080 － 1552 － 3650）

ハロウィンパーティー

※ 10 月 23 日㈰午後４時～７時　※
SOHO ビル１階（本町）　※独身男女
の仲間づくり　※男性 3,500 円、女
性 2,500 円（飲食放題）※ 10 月 20 日
㈭までに加藤さん（☎ 080 － 3459 －
9320）

「みんなの伝言板」は、市民の皆さんからのお知らせを掲載しています。
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「情報ワイド版」は、国や県の機関、団体からのお知らせを掲載しています。
国や県の機

関、団体か

らのお知ら

せを掲載し

ています。

 広域情報コーナー 伊豆の国市・伊豆市

伊豆
の国 伊豆の国時代まつり

とき　11 月６日㈰午前９時～午
後４時
ところ　韮山時代劇場周辺（伊豆

の国市四日町）
①時代パレード：午後１時～２時

30 分
　伊豆の国市の歴史文化を表した
個性豊かな仮装パレード
②ステージイベント：午前９時～

午後４時　
　伊豆の国市や近隣市町の伝統文
化。芸能、時代を創る高校生など

のパフォーマンス
③楽市楽座：午前９時～午後４時
　伊豆の国ブランド認定商品、模
擬店、フリーマーケット
問合せ　伊豆の国時代まつり実行

委員会（☎ 948 － 1480）
～東京五輪に向けて～
ボランティア研修�
第１期生募集

　東京 2020 オリンピック・パラ
リンピックに向けてボランティア
研修生を募集します。
とき　平成 29 年１～３月（全５回）
ところ　伊豆市役所本庁別館（伊
豆市小立野 24 －１）など伊豆市内

対象　高校生以上（平成 28 年４
月１日現在）で、平日の日中ま
たは夜の研修に参加可能な人
定員　英語対応 30 人、自転車競

技対応 30 人
申込み　10 月 31 日㈪【消印有効】

までに郵送で伊豆市役所備え付
けの申込書（伊豆市ホームペー
ジからダウンロード可）に記入
し、必要書類同封のうえ伊豆市
役所（〒 410 － 2413 伊豆市小
立野 24 －１）
問合せ　東京オリンピック・パラ

リンピック推進課（☎ 0558 －
74 － 2020）

伊豆　

税理士による無料税務相談

とき　10 月 12 日㈬、19 日㈬午後
１時～３時※各日とも前日午後
３時までに要予約
ところ　東海税理士会三島支部税

務指導所（大宮町）
申込み・問合せ　東海税理士会三

島支部（☎ 972 － 1668、午前
10 時～午後３時）

行政書士無料相談

　官公署に提出する書類や権利義
務または事実証明に関する書類の
作成などの無料相談会
とき　10 月 14 日㈮午後１時 30

分～４時 30 分※直接会場へ
ところ　総合防災センター１階防

災研修室

問合せ　静岡県行政書士会三島支
部（☎ 978 － 1113）

順天堂大学医学部附属静岡病院
第 48 回市民公開講座

とき　10 月 18 日㈫午後５時 30 分～
６時 30 分（開場午後５時）

ところ　順天堂大学静岡病院管理棟
４階第１会議室（伊豆の国市長岡）

内容　大動脈弁狭窄症の症状、診断、
治療について（手話通訳士付き）
講師　丹原圭一さん（心臓血管外

科教授）
定員　100 人※どなたでも
費用　無料※申し込み不要
問合せ　順天堂大学静岡病院地域

医療連携室（☎ 948 － 3111）

JICAボランティア秋募集

応募資格　満 20 歳～満 69 歳の日
本国籍をもつ人
募集期間　11 月４日㈮まで
●体験談＆説明会※申し込み不要
とき　10 月 22 日㈯午後２時～４時
ところ　市民文化会館３階大会議室

問合せ　（公社）青年海外協力協会
中部支部（☎ 052 － 459 － 7229）

三嶋暦師の館印刷体験

とき　10 月 28 日㈮～ 30 日㈰午
前 10 時～午後３時 30 分
ところ　三嶋暦師の館（大宮町）
内容　江戸時代の三嶋暦１年分
（８枚）の印刷体験。和紙の持
ち込み可
費用　100 円※小学校低学年まで

は保護者同伴、申し込み不要
問合せ　三嶋暦師の館（☎ 976 －

3088） ※月曜日休館、駐車場なし

交通事故の補償問題で�
お困りの方へ

　弁護士が交通事故の示談をめぐ
る損害賠償問題の早期解決を図り
ます。被害者が交渉などに不慣れ
でも中立な立場で適切に対応しま
す。弁護士費用無料※要電話予約
問合せ　（公財）交通事故紛争処

理センター静岡相談室（☎ 054
－ 255 － 5528）
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とき　10 月 14 日㈮午後１時～４時 40 分（予定）
ところ　富士山南東消防本部消防庁舎３階会議室（南

田町４－ 40） ※公共交通機関をご利用ください。
内容　女性が政策決定の場に参画したり、地域のリー

ダーとして活躍するのに必要な知識や技法を学ぶ連
続講座の受講生が、身近な地域課題解決に向けた政
策を８グループに分かれて提言します。

テーマ　アクティブシニアのからだづくり、「三島らし
さ」の徳育教育について、ごみの減量についてなど

申込み・問合せ　10 月 12 日㈬までに、①氏名②電話
番号③聴講人数を政策企画課（☎ 983 － 2616、 seisa
ku@city.mishima.shizuoka.jp）

▲昨年の女性まちづくり講座中間発表会

地域コミュニティ協議会設置に向けて

平成 28 年度第２回地域コミュニティ連絡会が始まります

これからの「三島」を一緒に考えてみませんか

平成 28 年度女性まちづくり講座成果発表会の開催

とき 小学校区 ところ

1０ 月 １４ 日㈮ 錦田小 錦田公民館

1０ 月 21 日㈮ 山田小 市民体育館

1０ 月 2４ 日㈪ 沢地小 市民体育館

1０ 月 3１ 日㈪ 南小 消防署

11 月　8 日㈫ 坂小 坂公民館

11 月 １5 日㈫ 向山小 錦田公民館

時間　各回午後７時～８時 40 分
※当日開場へ
テーマ　協働の取組み計画案を策

定しよう！
出席者　自治（町内）会長、民生・

児童委員、ＰＴＡ、スポーツ関
係者、消防団など地域で活動す
る団体のリーダーの皆さん

　※傍聴も可能です
問合せ　きずなづくり推進室（☎

983 － 2708）

とき 小学校区 ところ

11 月 １8 日㈮ 北小 市民体育館

11 月 22 日㈫ 中郷小 中郷文化プラザ

11 月 25 日㈮ 徳倉小 北上文化プラザ

12 月　１ 日㈭ 佐野小 北上文化プラザ

12 月 14 日㈬ 長伏小 中郷文化プラザ

12 月 １5 日㈭ 北上小 北上文化プラザ

※東小および西小校区は協議会があるため、連絡会は開催しません。

平成 29 年度採用　箱根山組合職員募集
　箱根山組合は、箱根西麓の組合共有地の管理や造林、観光およびそのほかの開発に関する
事務を行う特別地方公共団体です。

募集職種　一般事務
採用予定人数　１人
受験資格　昭和 61 年４月２日以降に生まれた人で

大学卒業以上（来年３月卒業見込み含む）の人
一次試験日　11 月 20 日㈰
試験会場　市役所中央町別館４階第１会議室

申込み　10 月 11 日㈫～ 24 日㈪【消印有効】▶直接：
箱根山組合（市役所中央町別館４階）▶郵送：10
月３日㈪から組合で配布予定の申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）を箱根山組合（〒 411
－ 8666 北田町４－ 47）
問合せ　箱根山組合（☎ 976 － 1013）
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富士・沼津・三島３市博物館共同企画展

駿東・北伊豆の戦国時代～北条五代と山中城～

憧れのスタインウェイを弾こう！

とき　10 月４日㈫、27 日㈭、11 月 11 日㈮、28 日㈪、
12 月 15 日㈭、28 日㈬午前９時 30 分～午後８時 30
分（予約制）
ところ　市民文化会館大ホール
内容　複数人での利用可（ただし、演奏する人数分の

料金が必要）駐車場は２台まで利用可※発表会など
の公開目的、営利目的での利用不可
費用　1,200 円（１人１区分 30 分）※最大４区分
申込み・問合せ　市民文化会館（☎ 976 － 4455）

〜日本のこころを奏でるクラリネットカルテット〜
第 18 回ランチタイムコンサート　

とき　10 月 15 日㈯午後０時 10 分～０時 55 分
ところ　生涯学習センター１階エントランスホール
出演　アンサンブルレーベン（クラリネット四重奏）：石田

晃子さん、瀬戸良明さん、澤田怜美さん、小池弘明さん
曲目　生命のうた、日本のこころ、太陽のうたなど
費用　無料
問合せ　佐野さん（☎ 090 － 5452 － 4846）、文化振

興課（☎ 983 － 2672）

文化のひろば ※市民文化会館には駐車場はありません。公共交通機
関または近隣の有料駐車場をご利用ください。

図 書 館
● 10 月の休館日
　３日㈪、11 日㈫、17 日㈪、24 日㈪、28 日㈮、31 日㈪

本館 10 月のおはなし会

とき　▶２～３歳：5 日㈬、12 日㈬、19 日㈬、26 日
㈬午前 10 時 30 分～ 10 時 50 分▶４歳以上：16 日
㈰午前 10 時 30 分～ 11 時
ところ　児童おはなしコーナー※直接会場へどうぞ

中郷分館 10 月のおはなし会

とき　▶３～５歳程度：5 日㈬、12 日㈬、19 日㈬、

26 日㈬午後４時～４時 30 分
ところ　中郷分館おはなしコーナー※直接会場へどうぞ

三島市をロケ地としたドラマ 
『ママともう一度呼んで！』上映会

　昭和 56 年に制作された市出身宮内婦貴子さん脚本ド
ラマ（出演：香山美子さん、中嶋朋子さんほか）を上映。
当時のプロデューサーが撮影時を振り返り講演する。
とき　10 月 22 日㈯午後１時 30 分～４時 30 分
ところ　生涯学習センター講義室
定員　先着 150 人（申し込み不要、無料）

問合せ　図書館（☎ 983 － 0880）、中郷分館（☎ 982 － 5102）

　” 戦国時代 ” を共通テーマとした企画展を開催しま
す。
とき　10 月 15 日㈯～平成 29 年１月 22 日㈰
ところ　郷土資料館企画展示室（楽寿園内）
内容　天正 18 年（1590 年）におきた豊臣秀吉の小田

原北条氏攻略に際し、両軍全面衝突の地となった山
中城の戦いを中心に、出土資料や古文書などを用い
て北条氏領国としての市の歴史を紹介します。

❶展示解説　11 月 20 日㈰、23 日（水・祝）※各日と
も▶午前 11 時から▶午後 １ 時 30 分から

❷スタンプラリー　３館来館で特製グッズプレゼント
費用　楽寿園入園料のみ※申し込み不要

沼津会場
とき　11 月 12 日㈯～平成 29 年１月 29 日㈰
ところ　沼津市明治史料館（沼津市西熊堂）
タイトル　駿東・北伊豆の戦国時代～駿豆争乱　国

くに

境
ざかい

の攻防～
富士会場
とき　12 月 17 日㈯～平成 29 年２月 26 日㈰
ところ　富士山かぐや姫ミュージアム（富士市伝法）
タイトル　駿東・北伊豆の戦国時代～三国同盟とその周

辺～
問合せ　郷土資料館（☎ 971 － 8228）
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親と子で絵を描く会 参加者募集

とき　10 月 15 日㈯午前９時～午後２時（雨天中止）
※楽寿園正門または駅前入口で受け付けをし、午後
２時までに作品を提出してください。
ところ　楽寿園（参加者は入園無料）
持ち物　画板、絵の具・クレヨンなどの画材。画用紙

は当日受付にて配布。画板・絵具セットの貸し出し
可（数量に限りがあります）
費用　無料※事前申し込み不要
展示　▶ 12 月９日㈮、10 日㈯市役所本庁舎玄関ロビー
（入賞者）▶ 12 月 17 日㈯、18 日㈰中郷公民館（入賞者）
▶平成 29 年１月 29 日㈰生涯学習センター３階

表彰式　平成 29 年１月 29 日㈰子ども会フェスティバ
ルにて実施
問合せ　市子ども会連合会会長・篠原さん（☎ 988 －

5608）、生涯学習課（☎ 983 － 0883）※月曜休館

初心者のためのゴルフ講座

とき　10 月 22 日㈯午後１時 30 分～３時 30 分
ところ　三島ジャンボゴルフセンター（川原ケ谷 911）
内容　ゴルフクラブを持ったことのない人でも参加で

きる講座です。レッスンプロが基礎から教えます。
対象　市内在住、在勤の 18 ～ 35 歳ぐらいの人
定員　20 人※応募多数時抽選
費用　1,200 円
持ち物　ゴルフクラブ、手袋※無料レンタルあり
申込み・問合せ　10 月 16 日㈰までに氏名、住所、電

話番号、生年月日、職業、レンタルの有無を生涯学
習課（☎ 983 － 0883、syougai@city.mishima.shizu
oka.jp）※電子申請可

自然豊かな箱根の里で野外活動をしませんか？ 
箱根の里 de ポイントラリー GO ！

とき　10 月 16 日㈰午前 10 時～午後２時
ところ　箱根の里
内容　ポイントラリー、自然観察など
定員・費用　30 人※応募多数時抽選・無料
申込み　10 月 10 日（月・祝）【当日消印有効】往復

はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、箱
根の里（〒 411 － 0000 三島市字北原菅 4710 －１）
問合せ　箱根の里（☎ 985 － 2131）

紅葉滝めぐりハイキング＆工場見学 
大人の遠足 参加者募集

とき　10 月 30 日㈰午前６時 30 分集合、午後７時解
散（予定）
ところ　楽寿園駅前口（集合・解散）
内容　山梨県尾白川渓谷で紅葉ハイキング、白

はくしゅう

州で２
カ所の工場見学
対象　市内在住、在勤の 18 ～ 35 歳ぐらいの人
定員　24 人（最少催行人数 12 人）※応募多数時抽選
イベント参加費　１,000 円
持ち物　雨具、昼食、飲み物、おやつ
申込み・問合せ　10 月 23 日㈰までに氏名、住所、電話

番号、生年月日、職業を生涯学習課（☎ 983 － 0883、
syougai@city.mishima.shizuoka.jp）※電子申請可

初心者向け！フレンチシェフから教わる 
「１品を極める料理教室」受講生募集

とき　10月13日㈭、11月10日㈭、12月15日㈭全３回、
各回午後６時 30 分～９時

ところ　中郷文化プラザ
内容　ザ・ラグシエナのシェフによるフレンチ料理教室
対象　市内在住、在勤の 20 ～ 35 歳ぐらいの人
定員・費用　16 人※応募多数時抽選・3,600 円
申込み・問合せ　10 月９日㈰までに氏名、性別、住

所、電話番号、生年月日を中郷文化プラザ（☎ 982
－ 5100、nakazatokouminkan@city.mishima.shizu
oka.jp）※電子申請可

三島の森を学ぼう 
D.I.Y. で「折りたためる椅子」を作ろう！

とき　10 月 30 日㈰午前９時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　中郷文化プラザ多目的ホール
内容　三島の森や木工道具の使い方学習、椅子作り体験
講師　ＮＰＯ法人三島フォレストクラブ
対象　市内の小・中学生※小学３年生以下は保護者同伴
定員・費用　30 人※応募多数時抽選・1,000 円
申込み・問合せ　10 月 23 日㈰までに氏名、性別、住

所、電話番号、生年月日、学校名、学年を中郷文化
プラザ（☎ 982 － 5100、nakazatokouminkan@city.
mishima.shizuoka.jp）※電子申請可

生 涯 学 習

電子申請可と記載の記事は、このＱＲコードからも申し込みできます。
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豆から焙煎！美味しいコーヒーの淹
い

れ方講座

とき　10 月 26 日㈬午前９時～正午
ところ　坂公民館調理室
内容　コーヒーの知識と焙煎からの淹れ方を学ぶ
対象・定員　市内在住、在勤の 10 人※応募多数時抽選
費用・持ち物　500 円・エプロン、コーヒーカップ
申込み・問合せ　10 月 17 日㈪までに坂公民館（☎

972 － 6676）

第 23 回錦田公民館文化祭

　錦田公民館で活動している団体やサークルが、日ご
ろの学習成果として作品展示や活動発表を行います。
とき　10 月 29 日㈯午前 10 時～午後４時、30 日㈰午

前９時～午後３時
ところ　錦田公民館※車でお越しの際は、錦田こども

園の上段の臨時駐車場をご利用ください
内容　▶展示…絵画、手芸、押し花、絵手紙、和紙人

形など▶発表（29 日㈯午前 10 時～午後３時）…詩吟、
新舞踊、大正琴、コーラス、ハーモニカなど▶呈茶

（地元竹倉の湧水と錦田のお茶を使った呈茶のサー
ビス）…29 日㈯茶道抹茶部、30 日㈰煎茶サークル
▶その他…バザー、焼きいもほか
問合せ　錦田公民館（☎ 973 － 0308）

年越しそばを打ってみよう

とき　11 月５日㈯、26 日㈯、12 月３日㈯、17 日㈯の
全４回。いずれも午後１時～４時
ところ　北上文化プラザ調理室
講師　伊豆二八会
対象　市内在住・在勤で、全日程に参加できる人
定員・費用　15 人※応募多数時抽選・毎回 1,500 円
持ち物　エプロン、三角巾、布きん、筆記用具、持ち

帰り用容器
申込み・問合せ　10 月 14 日㈮までに北上文化プラザ
（☎ 987 － 5950）

三島市・沼津市の青年交流会 
ワカサギ釣り＆紅葉狩り in 山中湖

とき　11 月３日（木・祝）午前６時 45 分集合、午後
５時 45 分解散（予定）

ところ　山中湖※楽寿園駅前口（集合・解散）

対象・定員　市内在住、在勤の 18 ～ 39 歳の人・15 人
イベント参加費　3,500 円（船代、竿代、昼食代など）
申込み・問合せ　10 月 19 日㈬までに氏名、住所、電

話番号、生年月日、性別、職業を生涯学習課（☎
983 － 0883、syougai@city.mishima.shizuoka.jp）
※電子申請可

「三島若者元気塾」塾生募集

　志、リーダーシップ、地域貢献について学びます。
共に成長できる仲間を見つけませんか。
とき　10 月 15 日㈯＊、11 月 27 日㈰□、12 月 10 日㈯、

平 成 29 年 １ 月 21 日 ㈯、 ２ 月 18 日 ㈯、25 日 ㈯、 
３月 19 日㈰□の全７回。各日午前９時 30 分～正午
※ただし、＊の日程は午前 10 時～正午、□の日程

は午後２時～５時
ところ　生涯学習センターほか
塾長　水野隆徳さん（国際エコノミスト）
対象　市内在住、在勤、在学の 18 ～ 40 歳ぐらいの人
費用　無料
申込み・問合せ　10 月 14 日㈮までに氏名、住所、電話

番号、生年月日、職業を生涯学習課（☎ 983 － 0883、
syougai@city.mishima.shizuoka.jp）※電子申請可

平成 29 年度三島いきいきカレッジ講師募集

　運営委員会と共に、講師と受講生が自主的に参画、
運営する、市民による市民のための講座です。
対象　生涯学習に興味のある人、教える生きがいを求

めている人
募集数　30 教室程度
●説明会
とき　10 月 15 日㈯午後７時から
ところ　生涯学習センター５階第４研修室
注意事項　▶当日までに、生涯学習センターに備え付

けの「三島いきいきカレッジ講師募集要項」（市ホー
ムページからも閲覧可）を必ずご一読ください。 
▶講師を希望する人には説明会終了後に申請書を配
布します。なお、説明会に出席できない人は、代理
の人の出席をお願いします。▶講座内容が不適切な
もの、日程そのほかの理由により講座開設が困難と
思われるものは、講師をお断りする場合があります。
問合せ　三島いきいきカレッジ運営委員会（生涯学習

課内☎ 983 － 0881）

電子申請可と記載の記事は、このＱＲコードからも申し込みできます。

23２０１６．10．１ ●広報みしま



10 月は里親月間です

里親になりませんか
里親制度とは　事情により家庭で養育されることが難

しい子どもに、温かい愛情と正しい理解を持った家
庭環境の下での養育を提供する制度
里親になるには　県との面談、研修を修了し、経済的

に困
こんきゅう

窮していないことなどの要件が必要
里親の種類　▶養育里親：家庭に戻れるまで、または

自立できるまで養育▶専門里親：虐待を受けた児童
などを専門知識を生かして養育▶親族里親：子ども
の扶養義務者で、親の死亡などで養育できなくなっ

た子どもを認定を受け養育▶養子縁組希望里親：養
子縁組で養親となることを希望する
里親になったら　▶児童相談所が面会、交流を重ねた

上で、養育をお願いする子どもを決定▶養育中は、
定められた必要経費が支払われます▶子育ての悩み
や不安には、児童相談所などが相談に応じます
申込み・問合せ　東部児童相談所（☎ 920 － 2085）、

子育て支援課（☎ 983 － 2712）

生涯学習センターで開催

児童センターのイベントに親子で参加しませんか
●くぼた☆まさと親子であそぶたのしい工作ショー
とき　11 月６日㈰①午前 11 時②午後１時 30 分※各回 40 分
講師　久保田雅人さん（わくわくさん）
対象・定員　市内在住の小学生以下とその保護者・各

回 150 席※応募多数時抽選
申込み　10 月 16 日㈰【消印有効】までに、往復はが

きに、代表者の氏名、年齢、住所、電話番号、希望
時間、申し込み席数（４席まで）、氏名・年齢（全員分）
を記入し、「くぼた☆まさと工作ショー」係※返信
用宛名面に住所と名前を記入
●ふじのくにファミリー・チャレンジ・プログラム
とき　① 11 月 13 日㈰② 12 月４日㈰各日午前 10 時～ 11 時
内容　親子で一緒に運動遊び
講師　小野昌佳さん（きのいい羊達おひさまキッズ）
対象・定員　市内在住の４～６歳で運動のできる幼児

とその保護者・各 25 組 50 人※応募多数時抽選
持ち物　運動のできる服装、タオル、飲み物
申込み　10 月 25 日㈫【消印有効】までに、はがきに保護者

と子どもの氏名、ふりがな、性別、年齢、住所、電話番号、
希望日を記入し、「ふじのくにファミリー・チャレンジ・
プログラム」係、または直接児童センター※電子申請可

●足元にはおもしろいものがいっぱい！
とき　10 月 23 日㈰午前 10 時～正午
内容　子ども向け科学実験とたのしいおはなし
講師　池上理恵さん（静岡自然を学ぶ会代表）
対象・定員　市内在住の年長～小学校２年生の子ども

とその保護者・先着 15 組 30 人
申込み　10 月 16 日㈰までに直接児童センターへ
◆応募はがき送付先　〒 411 － 0035 大宮町１－８－ 38
問合せ　児童センター（☎ 983 － 0890）

子育てを助け合う有償ボランティア

ファミリー・サポート・センターまかせて会員募集
とき　右表のとおり
ところ　市民活動センター会議室（本町タワービル４階）
活動内容　▶保護者に代わって保育園、幼稚園、学校、

放課後児童クラブ、習い事などの送迎▶出産前後の
上の子の育児サポート▶自宅で子どもの預かりなど
※講習会（全９回）を終了後、サポート活動を開始
対象　市内在住の人
申込み・問合せ　11 月 10 日㈭までに、ファミリー・

サポート・センター事務局（本町子育て支援センター
内☎ 983 － 2835）※託児有り（要申し込み）

回 開催日 開催時間 内容
1

11 月 22 日㈫
午前 10 時～正午 ファミサポ説明会

2 午後１時～３時 保育の心

3
11 月 24 日㈭

午前９時 30 分～
午後０時 30 分 救急法

4 午後１時 30 分～
３時 30 分 子どもの栄養と食生活

5
11 月 25 日㈮

午前 10 時～正午 子どもの心理
6 午後１時～３時 子どもの安全と事故
7

11 月 28 日㈪
午前 10 時～正午 発達と障がいについて

8 午後１時～３時 子どもの病気と看護
9 11 月 29 日㈫ 午前 10 時～正午 子どもの世話と遊び

電子申請可と記載の記事は、このＱＲコードからも申し込みできます。
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10 月 12日㈬～16日㈰
午前 10 時～午後５時三島市、日清プラザ、イトーヨーカドー三島店、ママとねの共催で、

※ 各イベントの詳細タイムスケジュールなどは、市ホームページでご確認ください。

写真はすべてイメージです。

子育て支援フェア

♥メインステージ ♥三島市

♥ママとね♥日清プラザ＆イトーヨーカドー三島店

問合せ　子育て支援課（☎ 983 － 2712）

○三島げんきッズ
○ みしまるくん・みしまるこちゃ
んと踊る「まるまるマンボ！」

○ノンタンとの握手・撮影会
○ハイハイレース
○キッズファッションショー
○ 子育て支援団体による子どもの
あそび場

○ 初めてのおやつに最適な“おい
ち～”試食会

○本の読み聞かせ＆制作（予定）
○食育ワークショップ
○出張児童センター
○ 子育てコンシェルジュによる相
談コーナー

○保健師による発育測定、育児相談
○おむつはずれのイベント
○お子さんの手形・足形サービス
○かわいく変身アート（写真撮影会）

○親子遊び
○ママとねサロン（子育て相談）
○ママのためのカラダメンテナンス
○ハンドメイド
○アート体験
○ 詩集『トツキトウカ
2016』配布

※内容は日替わり！

パパとママの子育てを応援するイベントを開催します。５日間日

替わりのイベントが盛りだくさん！ぜひ家族でおでかけくだ

さい。

日清プラザ・イトーヨー
カドー三島店
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レッツ花
はなさ
咲か市民 　ガーデンシティみしま推進会では、随時会員を募集中です。一緒に

“花
は な さ

咲か市民 ” として、三島を盛り上げましょう！

活動内容　▶花を植えるだけではなく、花と緑を活
用して、138 団体が多彩な活動をしています※９
月１日現在▶ＰＲを積極的に行い、ガーデンシ
ティみしまの輪を拡大中▶ごみ拾いを実施し、ご
みのないまちを目指しています

対象　ガーデンシティみしま推進事業に賛同する事
業所、市民グループ、ＮＰＯ法人など
推進会への登録申込み・問合せ　ガーデンシティみ

しま推進会事務局（商工観光課内☎ 983 － 2656、
syoukou@city.mishima.shizuoka.jp）

●ガーデンシティみしまを家庭の中まで広げます
M

ミシマ
ishima C

チェリー
herry B

ブロッサム
lossom

　「記念日」をキーワード
に、花をプレゼントする習
慣の定着を目指すととも
に、ガーデンシティみしま
の取り組みの活性化を図
り、花の販売促進にもつな

げていこうと、イベントやＰＲ活動をしていきます。
加盟店　フローラント、清花園、みどり生花店、フロー

リスト花善、フラワーショップ野口園芸

●手づくりの公園・中央水道跡公園
　公園内の地面の石張りか
ら竹垣、水遊びスペースな
どのすべてをボランティア
が手作りし、今年３月に完
成しました。本町タワー東
側の四ノ宮川沿いにあり、
かつて簡易水道として使わ
れていた中央水道の水道塔
がシンボルです。完成後は、
整備に関わったメンバーが

「こならプゥ」という組織を立ち上げ、清掃やベンチ
製作など、維持活動を行っています。

●花壇を通じた地域コミュニティの場づくり
W

ウェルカム
elcome ガーデン三恵台

　三恵台地区の入り口に
完成した公園「Welcome
ガーデン三恵台」は、花壇
を中心とした憩いのスペー
スです。大人から子どもま
で多くの住民が参加して整
備し、季節を感じさせる花
壇や樹木、休憩用ベンチな

どを設け、富士山も眺望できる住民憩いの場に生まれ
変わりました。今後も整備を続けていきます。

●ごみのない環境がごみを捨てさせない環境へ
　ごみのないまちが、ごみを
捨てさせないまちにつなが
り、花と緑で彩られた三島の
魅力がいっそう輝きます。
　皆さんも外出時にはごみ
袋を持ち歩き、気づいたら
ごみを拾うなど、ご協力を
お願いします。

「ごみ拾いツアー」に参加しませんか
とき　毎月第１土曜日午前９時から
ところ　三島駅南口中央池付近集合※雨天中止
内容　１時間ほど自由なルートでごみ拾いをし、

午前 10 時までに市役所本館駐車場でごみを回
収して終了※申し込み、持ち物不要

～記念日に花を贈ろう～ 
ハロウィン（10 月 31 日）は、花と緑で飾りつけ
　今年は、仮装やインテリアにお花や緑などを加
えて、周りに差をつけて楽しみませんか。お花を
オーダーするときは、イメージや色をできるだけ
詳しく伝えると、ぴったりなものができるはず。

●ガーデンシティみしま推進会とは

会員の活動は多彩！その一部を紹介します。
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第 80 回秋の三島みどりまつり

ところ　長伏公園※雨天決行
内容　花苗・苗木・埴土の無償配布、草花・植木・園

芸資材・竹細工・金魚の展示と即売、新鮮野菜の即
売市、花と緑のミニ講習会、市民参加のチャリティー
せり市、おもちゃカボチャコンテスト、かかしコン
テスト、緑の相談コーナー、地産地消・軽食コーナー、
お楽しみ抽選コーナー、フリーマーケットなど
問合せ　水と緑の課（☎ 983 － 2642）

会場案内図

▲三島信用金庫前の交差点は混雑が予想されますので、矢印
　（　  ）の迂回路をご利用ください。

※駐車場には限りがあります。公共交通機関の利用ま
たは車の乗り合わせなど、環境への配慮と会場付近
の渋滞緩和にご協力ください。

　コンテナガーデンで自宅を飾ってみませんか。春
まで楽しめるオリジナルのフラワーコンテナを作
り、管理の仕方も学びます。
※コンテナガーデンとは…コンテナ（各種素材の植

木鉢やプランターなど）を庭に見立てた花飾り。
とき　11 月７日㈪午前 10 時からと、午後２時から

※１日２回、同一内容、約２時間を予定
ところ　みどり育苗センター（初音台）

内容　コンテナガーデン作製と管理に必要な知識、
技術についての講義や実習
講師　日本ハンギングバスケット協会

公認講師
定員　各回 40 人
費用　1,000 円（講習会の材料費）
申込み・問合せ　10 月 20 日㈭までに

水と緑の課（☎ 983 － 2642）

コンテナガーデン講習会にご参加ください

10 月 15 日㈯、16 日㈰
～ガーデンシティみしま　　花と緑のまちづくり～

イベントスケジュール
15日㈯午前９時～午後４時

午前９時 30 分 花苗・苗木の無償配布

午前 10 時 花と緑のミニ講習会 ｢ランの植替えと観葉
植物の冬越し｣

午後１時 花苗・苗木・埴土の無償配布
午後１時 30 分 花と緑のミニ講習会「ハーブの楽しみ方」
午後２時 30 分 チャリティーせり市
午後３時 カボチャコンテスト・かかしコンテスト審査
午前９時～午後３時 30 分　フリーマーケット、三島花の会
によるバザー

16 日㈰午前９時～午後４時
午前９時 30 分 花苗・苗木の無償配布
午前９時 45 分 花と緑のミニ講習会「秋野菜と土づくり」
午前 10 時 45 分 チャリティーせり市
午後０時 30 分 カボチャコンテスト・かかしコンテスト表彰式
午後１時 花苗・苗木・埴土の無償配布
午後１時 30 分 花と緑のミニ講習会「植木の消毒と剪定」
午後２時 30 分 チャリティーせり市
午前９時～午後３時　フリーマーケット

▲昨年の作品
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９月 10 日　大社の杜柄ランド
　　　　　 （大社の杜みしま）

８月 ２１ 日　街中だがしや楽校
　　　　　 （下田街道）

９月 １０ 日　環境探偵団修了式
　　　　　 （市役所本館第２会議室）

８月 ２６ 日  松本選手 棒高跳び全国中学
　　　　　 体育大会３位の報告
　　　　　 （市長応接室）

８月 ３０ 日　三島北高等学校箏曲部 文化庁長官賞（全国２位相当）受賞の報告
　　　　　 （市長応接室）

９月４日　肉とビールの祭典（楽寿園）

８月 21 日　花街道１万本ジニア大作戦
　　　　　 （西旭ヶ丘～三恵台）

９月 １１ 日　GOKANフェスティバル�
　　　　 ～五感を磨く１日～ 

　　　　　 （梅御殿）

９月 １６ 日　かかし作り（山田小学校）
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８月 ２９ 日　ようこそ三島で子育て応援
　　　　　  サロン（北上文化プラザ）

８月 １９ 日　よなおしギターでボランティア演奏行こう
　　　　　 （市長応接室）

９月 16 日　動物愛護教室（中郷小学校）

９月 11 日　第 48 回三島市民合唱祭
　　　　　 （市民文化会館大ホール）

９月６日　MY三嶋暦を作ろう
　　　　　 （北上小学校）

８月 28 日　総合防災訓練
　　　　　 （中郷西中学校）

８月 １８ 日　三島花の会清掃活動
　　　　　 （水上通り）

９月３日　第８回ほいくえんまつり（楽寿園）
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今
回
は
、
市
の
水
道
事
業
の
経
営

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
、
水
道
課
・

石
田
雅
男
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

水
道
料
金
と
経
営

―
―
水
道
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
経

営
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

水
道
事
業
の
経
営
主
体
は
、
水
道
法

第
６
条
で
「
原
則
と
し
て
市
町
村
が

経
営
す
る
も
の
」
と
定
め
ら
れ
、ま
た
、

地
方
財
政
法
第
６
条
で
特
別
会
計
を

設
け
、
料
金
収
入
に
よ
り
経
営
す
る

「
独
立
採
算
制
」
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
。

―
―
市
の
税
金
で
は
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
で
経
営
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

は
い
。
で
す
か
ら
水
道
料
金
は
市

町
村
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
約
９
割
の
皆
さ
ん
が

契
約
し
て
い
る
20
㎜
口
径
料
金
は
、
県

内
23
市
の
中
で
最
も
安
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に

安
価
で
す
。
富
士
山
の
恵
み
を
受
け
、

ろ
過
や
沈
砂
な
ど
の
工
程
が
不
要
な
地

下
水
を
市
の
水
道
水
と
し
て
低
コ
ス
ト

で
供
給
で
き
る
環
境
に
あ
る
た
め
で
す
。

水
道
会
計
の
現
状
と
課
題

―
―
し
か
し
、
現
在
は
厳
し
い
現
状
や

課
題
を
抱
え
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　
は
い
。
平
成
26
年
度
に
は
市
の
水
道

事
業
は
33
年
ぶ
り
の
赤
字
と
な
り
、
平

成
27
年
度
も
赤
字
経
営
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
昭
和
57
年
度
に
料
金
改
定

し
て
以
来
、
漏
水
工
事
や
料
金
業
務
の

民
間
委
託
、
課
の
統
合
に
よ
る
組
織
の

ス
リ
ム
化
や
職
員
の
削
減
、
遊
休
不
動

産
の
売
却
、
施
設
の
長
寿
命
化
へ
の
対

応
な
ど
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
費
削
減
策
を
講
じ
、
経
営
効

率
を
高
め
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
い
状
況
で
す
。

―
―
そ
れ
で
、
料
金
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
す
ね
。

　

は
い
。
市
長
が
「
三
島
市
水
道
事
業

審
議
会
」
に
料
金
改
定
を
諮
問
し
、
７

月
13
日
か
ら
審
議
が
続
い
て
い
ま
す
。

給
水
量
・
給
水
収
益
の
減
少

―
―
現
在
の
状
況
の
原
因
は
何
で
す
か
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
な
ど
に
よ

る
人
口
減
少
や
市
民
の
生
活
様
式
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
の
減
少
が
最

大
の
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
給
水
収
益
の
減
少
傾
向
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
２
年
後
に

は
施
設
整
備
に
充
て
る
積
立
金
が
底
を

つ
き
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
必
要
な
整
備
資
金
が
確
保
で
き
ず
、

さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
運
動
資
金
が
不

足
し
水
道
事
業
経
営
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

進
む
老
朽
化
と
急
が
れ
る
耐
震
化

―
―
施
設
の
状
態
も
心
配
で
す
ね
。

　

施
設
や
管
路
の
多
く
は
昭
和
45
年
～

55
年
こ
ろ
の
人
口
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
集
中
的
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
配
水

池
（
水
道
タ
ン
ク
）
や
水
道
管
に
は
老

朽
化
の
進
む
も
の
や
耐
震
性
の
不
足
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
水
道
水

を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
は
老
朽
管
の

更
新
や
施
設
の
耐
震
化
が
急
務
と
な
り
、

多
額
の
事
業
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

水
道
の
将
来
を

考
え
る

水
道
事
業
連
載　
第
３
回

給
水
量
・
給
水
収
益
の
減
少
の
詳
細

　

平
成
26
年
度
に
は
収
益
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成

７
年
度
と
比
較
し
て
２
億
５
千
７
０
０
万
円
減
少

し
、
お
よ
そ
１
億
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
も
お
よ
そ
８
５
０
万
円
の
赤
字
と

な
り
、非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

水
道
管
路
の
老
朽
化
と
急
が
れ
る
耐
震
化

○
老
朽
管
率
33
％

　

県
内
の
23
市
中
、21
番
目
と
い
う
結
果
で
し
た（
平

成
26
年
度
）。
県
内
23
市
の
う
ち
３
番
目
に
管
路
更

新
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
広

報
み
し
ま
11
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　
水
道
課
（
☎
９
８
３
・
２
６
５
７
）

▲水道課・石田雅男課長

▲１日の平均配水量

順位 事業体 料金
１ 三島市 3,200
２ 沼津市 3,220
３ 富士宮市 3,564

４ 伊豆の
国市 3,951

５ 焼津市 4,146
▲県内 23 市の水道料金
順位（単位：円※税
込　20㎜口径２カ月
で 40㎥使用）

010,000
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三
島
の
村
名
⑧

　

鶴つ
る
は
み喰

ー
そ
の
二
ー

　
（
中
郷
地
区
）

　
ー
周
福
寺
ー

　

富
士
・
沼
津
・
三
島
３
市
博
物
館
共

同
企
画
展
の
第
一
弾
と
し
て
、
十
月

十
五
日
（
土
）
か
ら
郷
土
資
料
館
で
開

催
す
る
企
画
展
「
駿
東
・
北
伊
豆
の
戦

国
時
代
―
北
条
五
代
と
山
中
城
―
」
に

関
連
し
、
山
中
城
の
戦
い
の
直
前
の
状

況
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
島
地
域
は
、
十
五
世
紀
末
の
伊い

せ勢

宗そ
う
ず
い瑞
（
北ほ

う
じ
ょ
う
そ
う
う
ん

条
早
雲
）
の
伊
豆
乱
入
以

来
、
関
東
の
雄
・
戦
国
大
名
北
条
氏
の

直
接
支
配
を
う
け
る
領
域
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
北
条
氏
の
本
拠
地
小
田
原

の
「
西
の
防
衛
」
を
担
う
地
と
し
て
、

箱
根
西
麓
に
山
中
城
が
築
か
れ
ま
し

た
。
群
雄
割
拠
の
時
代
に
あ
っ
て
、
五

代
約
百
年
も
の
間
、
関
東
に
覇
を
唱

え
た
北
条
氏
で
す
が
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
豊
臣
秀
吉
の
進
攻
を
う

け
、
滅
亡
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
小
田
原
合
戦
」
で
す
。

東
海
道
を
西
よ
り
攻
め
来
た
る
豊
臣
軍

と
、
北
条
軍
と
が
全
面
衝
突
し
た
地
の

一
つ
が
山
中
城
で
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
前
、関
白
の
地
位
に
昇
り
、

九
州
平
定
を
果
た
し
た
秀
吉
は
、
天
正

十
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
、
京
都
の

聚じ
ゅ
ら
く
て
い

楽
第
に
諸
国
の
大
名
を
呼
び
集
め
ま

す
。
し
か
し
北
条
氏う

じ
ま
さ政
・
氏う

じ
な
お直
父
子
は

そ
の
求
め
に
応
じ
ず
、
上
洛
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
同
年
八
月
に
至
り
、
徳
川
家

康
の
取
り
成
し
で
、
氏
政
の
弟
で
あ
る

北
条
氏う

じ
の
り規

が
上
洛
し
、
秀
吉
に
謁え

っ
け
ん見

を

果
た
し
た
こ
と
で
、
北
条
氏
の
豊
臣
政

権
へ
の
従
属
が
内
外
に
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
引
続
き
、
両
者

の
関
係
性
は
緊
張
を
は
ら
む
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
翌
年
の
天
正
十
七
年

（
一
五
八
九
）
十
一
月
初
頭
に
北
条
氏

家
臣
猪い

の
ま
た
く
に
の
り

俣
邦
憲
が
真
田
氏
の
治
め
て
い

た
名な

ぐ
る
み
じ
ょ
う

胡
桃
城
（
群
馬
県
利と

ね
ぐ
ん

根
郡
み
な
か

み
町
）
を
奪
取
し
て
し
ま
い
ま
す
。
同

城
周
辺
は
、
長
ら
く
真
田
・
北
条
間
の

係
争
地
で
し
た
が
、
こ
の
年
二
月
に
秀

吉
が
真
田
の
領
有
地
と
す
る
裁
定
を

下
し
た
こ
と
で
、
決
着
を
み
て
い
ま
し

た
。
こ
の
裁
定
を
無
視
す
る
行
い
が
、

秀
吉
の
北
条
氏
攻
略
の
直
接
の
引
き
金

と
な
り
ま
し
た
。
天
正
十
七
年
十
一
月

二
十
四
日
、
秀
吉
は
北
条
氏
当
主
氏
直

に
対
し
、
来
春
、
北
条
氏
征
伐
に
踏
み

切
る
こ
と
を
宣
言
す
る
文
書
を
送
り
付

け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
北
条
氏
は

領
内
の
防
衛
を
固
め
る
と
と
も
に
、
家

康
に
取
り
成
し
を
依
頼
す
る
な
ど
諸
策

を
講
じ
ま
す
が
、
両
者
の
対
決
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

天
正
十
八
年
三
月
一
日
、
秀
吉
が
聚

楽
第
を
出
陣
、
二
日
に
は
先
発
し
た
家

康
が
黄
瀬
川
の
惣
河
原
（
長
泉
町
）
に
、

羽は
し
ば
ひ
で
つ
ぐ

柴
秀
次
（
秀
吉
の
甥
）
が
沼
津
に
着

陣
し
て
い
ま
す
。
翌
三
日
に
戦
端
が
開

か
れ
、
二
十
九
日
早
朝
、
山
中
城
は
圧

倒
的
多
数
の
豊
臣
軍
に
包
囲
さ
れ
て
、

合
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

鶴
喰
の
飛
び
地
に
宝ほ

う
て
い
ざ
ん

鼎
山
周
福
寺
が
あ
り
ま
す
。

青
木
集
落
の
中
に
あ
る
た
め
、「
青
木
の
周
福
寺
」

と
称
さ
れ
ま
す
が
、
鶴
喰
の
寺
院
で
す
。

　

こ
こ
は
源
頼
朝
と
縁
が
深
く
、
寺
伝
に
よ
る
と
頼

朝
が
源
氏
再
興
の
た
め
三
嶋
大
社
に
百
日
の
祈
願
に

参
詣
し
た
折
、
俎ま

な
い
た
ば
ら

板
原
（
東
本
町
一
帯
の
旧
地
名
）

の
稲
荷
社
（
間ま

ど
ろ
み眠

神
社
）
の
前
に
草
堂
が
あ
り
、
こ

こ
で
巳み

の
刻
（
午
前
十
時
ご
ろ
）
を
待
っ
て
仮
眠
を

と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
尊
薬
師
如
来
が
現
れ
吉
兆

を
告
げ
る
霊
夢
を
見
た
、
と
伝
わ
り
ま
す
。
頼
朝
は

そ
の
印
と
し
て
堂
の
傍
ら
に
松
を
植
え
、「
ま
ど
ろ

み
の
松
」
と
名
付
け
ま
す
。

　

後
に
鎌
倉
に
幕
府
を
開
く
と
、
仏
恩
に
報
い
る
た

め
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
～
九
八
）
に
、
現
在
地

に
寺
を
建
立
し
祈
願
所
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
般
に
伝
わ
る

「
ま
ど
ろ
み
の
松
」

伝
説
と
は
異
な
り

ま
す
が
、
頼
朝
の

篤あ
つ

い
信
仰
心
を
示

す
伝
承
で
す
。

山中城の戦いの前史

問郷土資料館（☎ 971 － 8228）

No.3４１

▲山中城の位置

▲北条氏五代系図

▲周福寺
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山
田
小
６
年

　
山
本
　
弥
正

　
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
二
人
い

ま
す
。
二
人
は
隣
同
士
な
の
で
、
趣
味

で
、
二
人
仲
良
く
畑
で
野
菜
を
作
っ
た

り
、旅
行
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
今
は
、
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
病
気
で
入
院
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
が

お
見
舞
い
に
行
く
と
少
し
元
気
に
な
り

ま
す
。も
う
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

入
院
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
病
院

で
、
掃
除
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、

休
み
時
間
に
話
し
に
い
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
そ
ん
な
仲
の
良
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
二

人
が
ぼ
く
は
大
好
き
で
す
。

山本文江さん（66歳）・泉谷ミチヨさん（64歳）

三島市役所（代表）☎ 055 － 975 － 3111
公式ウェブサイト	 http://www.city.mishima.shizuoka.jp/
公式フェイスブック	 https://www.facebook.com/mishimacity

（前月比） （+６） （-１７） （+２２）
市の人口　111,６０５ 人　　男 　54,６１６ 人　　女　5６,９８９ 人　　世帯数　48,5６４　（平成 28 年８月 3１ 日現在）�

再生紙使用

（-１１）

三島スカイウォークにおでかけください

とき　10 月 24 日㈪～ 30 日㈰午前９時～午後５時（午
後４時 30 分最終入場）
ところ　三島スカイウォーク（笹原新田 313）
対象　高校生以下のお子さんとその親
持ち物　市内在住であることと親子関係であることが

分かる証明書（免許証、保険証、住民票、学生証など）
問合せ　株式会社フジコー（☎ 972 － 0084）、商工観

光課（☎ 983 － 2656）

ここでしか見られない景色があります

ナイトスカイウォークにご参加ください

　２日間限定で夜の吊り橋を渡ることができま
す。スカイウォークから見る夜景はひと味違いま
す。暖かい服装でお越しください。
とき　10 月 21 日㈮・22 日㈯午後６時～９時※天

候などにより、変更になる場合があります。
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　昨年 12 月にオープンした三島スカイウォークの来場者が 100 万人
を突破しました。感謝の気持ちを込めて、市民の親子の皆さんを無料
で招待します。親子のきずなを深める機会にいかがですか。




